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った り,市 民 の護 衛 ・警備 の 役 割 を行 って お ります 。

4.む す び に

要す るに,現 在 の ロシアでは,企 業家 ・政治家 ・政府 ・警察すべ ての

権 力者が腐敗 し,暴 力的 手段 が広 範に拡 大 してお ります。犯 罪組織が政

治 の場 に も進 出す る一 方で,政 治家や 経済 人が組織犯 罪に手 を染め ると

い う状況 が発 生 してお ります。

ロシアは,残 念 ですが,国 家 として社会 として犯 罪が増加 し横行 す る

状態 に至 ってお ります。 これは,私 個 人の考 え方 です。私 は悲観的 な考

え方 をす る人間です。
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ス トニ ア ・ラ トビ ア ・リ トア ニ ア に 関 して は 資 料 を持 っ て お りませ ん

が,そ れ を除 け ば,世 界最 高 の数 値 で あ っ て世 界最 悪 の事 態 では な いか

と思 い ます 。 ロ シア で は,一 人 当 りの ア ル コー ル 消 費 量 も 世界一 で す
。

それ は 習 慣 や 寒 い気候 のみ に起 因す るの で し ょ うか。 その 一 方 で は,死

・者の数 は増 加 を続 け,出 生率 や 平均 寿 命 は低 下 し続 け て い ます。

3.ロ シア にお ける組織 犯罪の激 化

ロシアにはか な り昔か ら組織犯 罪が あ りましたが
,現 代 の組織犯罪 は

シン ジケ イ トを構成 しシステム として企業犯罪 とい う形態 に改変 されて

お ります。 組織犯罪 には,多 様 な形態 があ り,例 えば,不 法 な経済活動

を行 うもの,麻 薬密売 な どの犯 罪活動 を行 うもの,そ して テロ リズム な

どの活動 を行 う政治的組織犯 罪 もあ ります。 しか し,大 局的 に見 る と,

組織犯 罪に は三 つの組織 レベ ルが あ る といえ ます。

第一 が,「 犯 罪集 団」(グ ループ)で す。

第二がr「 犯 罪組 織」 です。

第三が,「 犯 罪共 同体」(コ ミュニティ)で す。

例 えば}首 都ペ テル スブル クには,四 つ のマ フ ィア と同様 の 「犯罪 コ

ミュニ テ ィ」が あ り,数 ←の 「犯 罪組織 」tそ して数 百 の 「犯 罪 グルー

プ」が あ ります。

ペ テル スブル クや ロシアの他 の都市 におけ る産業 は
,マ フィアの系列

に よって独 占され分割 されてい る とい う状 況 です。ペ テルスブル ク等の

都 市の ビジネスマ ンの 言 うところに よる とzそ の商業活動 は100%マ フ

ィア等 の犯 罪組織 の手 に握 られ てい るそ うです。

ロシアにおけ る組織犯 罪の権 力の及ん でい る範 囲につ いて説明 します

と,例 えば銀行 な どの企業 の46%が 組織犯 罪に よって支配 され てい ま

す。 この よ うな犯 罪活動 で上が った非常 に高い収益 が犯罪組織 に帰属 し

て,犯 罪 を再生産 させ ます。 また組織犯 罪はy法 を執行 す る警察官 の代

理代行 の よ うな機能 も果 してお ります。例 えば市民 間の紛争 の仲 裁 を行
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1.ペ レス トロイ 力後 の ロシ ア

ロ シア は,依 然 と して 社 会 的 に も経 済 的 に も政 治 的 に も困難 な情 勢 に

あ り ます 。 ゴ ル バ チ ョフ 前 大 統 領 が ペ レス トロ イ カ を導 入 し,そ れ が

様 々 な政 治 的影 響 を もた ら して い ます 。

その 一 つ の例 が,今 私 が こ う して皆 さん に講 演 をす る こ とが で き る よ

うに な った とい う こ とです 。 そ れ で も,非 常 に 残 念 な こ とです が,現 在

ロ シ ア は一 歩 一 歩 後 退 を し て い る状 態 に あ り ます 。 そ して 政 権 ・権 力

は,増 々 旧来 の ノー マ ン ク ラ トー ル に 戻 され て い る状 況 に あ る。 汚 職

も,ロ シ ア全 土 に拡 大 して お り,か つ て な い程 の 劣 悪 な状 態 に あ りま

す 。 「す べ て の 権 力 者 が 腐 敗 して い る」 とい う現 状 に あ り ます 。 再 び 全

体 主 義 的 な政 治 に逆 戻 りして い る状 態 に あ ります。 そ れ は チ ェチ ェ ンに

お け る紛 争 に も見 られ る とこ ろで す 。

2.貧 富格 差 の 拡 大 と殺 人 自殺 の激 増

国 内 で は,経 済 力 の格 差 が 拡 大 し,「 富 め る者 と貧 しい者 との 差 」 が

一 層増 大 して い ます 。 そ こ に新 しい タイ プ の ロ シア 人が 誕 生 し,そ れが

犯 罪 の 増加 に 向 っ て い ます 。 そ の結 果,犯 罪 その他 の不 法 行 為 が社 会 に

氾 濫 して い ます 。

例 えば,10万 人 当 り何 人 が 殺 害 され たか とい う殺 人 率 の 統 計 に よ る

と,1987年 に は6.3人 で あ っ た もの が,1995年 に は21.4人 に 急 増 して

い ます 。 これ は 異常 に 高 い水 準 で して,ヨ ー ロ ッパ の他 の 諸 国 そ して 日

本 ・カナ ダ ・ア メ リカ を上 まわ っ て い ます 。 また,自 殺 者 の統 計 数値 で

す が,同 じ く10万 人 当 りで は,1987年 に は23人 で あ っ た も の が,

1995年 に は45人 に倍 増 して お ります。 旧 ソ ビエ ト連 邦 に属 して い た エ
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